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材料（4人分）�

作り方�

えびみそ汁�

　市民の皆さんが考えた今が旬の三豊産

の野菜や果物などを使った料理のレシピを

紹介しています。�

豊中町�
生活研究�

グループの�
おすすめ�

はざかいき�

申し込み・問い合わせ（財）三豊市国際交流協会　☎ 56ー5121（マリンウェーブ内・火曜休館）�
ホームページ　ht tp : //www.m i toyo.org/

問い合わせ　�
農業振興課　☎73－3040

問い合わせ　学校給食課　☎62－1114

芝えび・・・・・�

米のとぎ汁・・・�

豆腐・・・・・・�

白みそ・・・・・�

ねぎ・・・・・・�

赤みそ・・・・・�

60g�

700cc�

半丁�

100g�

少々�

少々�

�

芝えびは活きのいいものを、
多めに使うとおいしいよ。�
こげやすいので、出来上がる
まで混ぜてね！�

米国コース�

～三豊の若き親善大使たち～�

次代を担うこの中学生たちが、これからの友好の架け橋となってくれることを期待しています�

【感想文】�

■派 遣 先／�
■派遣期間／�
�

アメリカ合衆国ウィスコンシン州ワウパカ市�
8月12日～21日�

翆峰っておいしいね！�
すいほう�

日　時� 10月24日（日）午後4時～6時�

場　所� 高瀬町農村環境改善センター�
�対  象� 幼稚園児・小学生（保護者同伴）�

米のとぎ汁は、最初の1回目は捨てる。2回目から
のとぎ汁を使う。�

えびを塩水で洗い、米のとぎ汁100ccを入れてミ
キサーにかける。�

鍋に残りの米のとぎ汁を入れ火にかけ、②を加え、
木しゃもじで混ぜながら、煮立たせる。�

煮立ったら、白みそを加え（好みで赤みそを加える）
20分くらい弱火で煮る。�

④にさいの目に切った豆腐を入れ、10分くらい弱
火で煮る。椀に盛り、ねぎを散らして完成。�

①�
 �

②�
 �

③�
 �

④�
 �

⑤�

�

�

・日本と同じようにアメリカでもたくさんの「優しさ」をたくさん
の人から受けました。国は違っても、相手のことを思いやる気持
ち、感謝の気持ちなどは世界共通のものだと知りました。�

・ホストファミリーと一緒に、日本の伝統文化である茶道や書道、
伝承遊びである剣玉や折り紙をしました。ホストファミリーは日本の文化にとても興味を示してくれ、私にとっても日
本の文化を外から見ることで、日本の良さを再発見できるとても貴重な体験になりました。�

・最初は、英語が話せるか不安でしたが、ホームステイが終わる頃には、もっともっとホストファミリーと話しておけ
ばよかったと、最初の不安がうそのようでした。これからは、ホームステイでの経験を生かし、どんなことにも怖が
らず、勇気を出してチャレンジしていきたいと思います。�

・この交流を通してたくさんの人と出会い、日本とアメリカの学校の違い・文化の違いなど多くの事を体験し学びまし
た。今は、以前よりアメリカを近くに感じられます。この交流に関わったすべての人に感謝します。�

韓国コース�

【感想文】�

■派 遣 先／�
■派遣期間／�

大韓民国慶尚南道陜川郡・ソウル特別市汝矣島中学校�
8月21日～26日�

だいかんみんこくけいしょうなんどうはぷちょんぐん� とくべつし�よ い ど �

・初めてのホームステイでドキドキしながら韓国へと旅立ちまし
たが、簡単な韓国語・英語、そして相手の簡単な日本語で気持ち
が通じた時にはとても嬉しかったです。笑顔や思いやりの心は
言葉と国を乗り越えるのだと思いました。�

・韓国の食事ではどこでもキムチが出てくることに気付きました。キムチは韓国のほうがやはりおいしかったです。�

・研修中一番楽しかったのは、ラフティング体験でした。韓国の子と水をかけ合ったり、ボート競走したり、大きい
声で笑ったりして、終わってみるとお互いの距離が縮まっていることが分かりました。�

・1200人の生徒がいる汝矣島中学校では、韓国の伝統踊りと太鼓を体験しました。全体交流会では日本の伝統的な
遊びを紹介すると、大きな拍手でとても喜んでくれました。こうしてお互いの文化を紹介し、理解することで交流
が始まるのだと思いました。この体験をもっともっと広げていきたいです。�

　市内中学生が海外友好都市を訪問しました。現地の学校・施設の見学、体験学習、ホームステイなどを通じて、
現地の中学生をはじめとする多くの人と友好親善を深めました。寄せられた感想文の中から一部を紹介します。�

　市内中学校に勤務するALTや英会話の先生を招いて「ハロウィンパーティー」を開
催します。当日は「仮装コンテスト」やハロウィンにちなんだ英語ゲームを通して本場の
ハロウィンを体験しますので、必ず仮装をして参加ください。�

　9月は野菜の端境期ですが、三豊地域では果物が最
盛期に入ります。�
　8月23日に、三豊観音寺地区の栄養教諭・学校栄養職
員の皆さんを招いて、「ぶどう『翆峰』の産地見学と収穫
体験」（JA香川県）が開かれ、生産者との交流を行いました。�
　9月7日には、翆峰が財田町学校給食センターに納品
されました。調理員は、1粒ずつハサミでカットしながら、
「とてもきれいで、生産者が丁寧に作っているのがわかる」
と新鮮さに驚いていました。�
　和光中学校の生徒の皆さんからは、ふだん見かけな
い黄緑色の大玉の翆峰を味わい「おいしい」「また食べ
たい」と評価は高かったようです。�
　今まで栄養教諭や学校栄養職員が、実際に栽培地を
訪れる機会は少なかったので、これからは、地場産物と

の出会いの場をもっと増やし、地産地消推進のモチベ
ーションを高めてもらえればと考えています。�
�

参 加 料 �子ども　1 ,000円／人�

申し込み期限� 10月20日（水）�


